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【はじめに】 

 三重周期極小曲面様の構造を形成する物質はいくつか知られているが、リオトロピック液

晶共連続逆キュービック相（Q 相）もその一つである。I 型 Q 相ではジャイロイド（G）型

のみが観測されるが、II型 Q相ではプリミティブ（P）型、ダイアモンド（D）型、G型の 3

種類が確認されている。II 型では 2 分子膜の非極性領域にある中心面が極小曲面上に位置し

て 3次元で周期的につながる。一方で I型では極性領域の中心面が極小曲面上に位置する。 

我々のグループでは II型 Q相である脂質モノオレイン／水系の Q相（1）、フィタントリ

オール／水系の Q 相（2）それぞれについて小角 X 線単結晶構造解析に成功し、電子密度分

布や界面構造を明らかにした。今回非イオン界面活性剤／水系で I型 Q相の小角単 X線結晶

構造解析に成功したので報告する。 

【結果と考察】 

I 型 Q 相の単結晶を作成し SPring-8 の BL40B2 で、回転結晶法を用いて回折データを収

集した。このデータに対して既成のソフトウェアを用いて、回折斑点の指数づけ、強度積分

などを行った。得られた構造振幅に対してモデルの最適化を行った。用いたモデルは、極性

－非極性界面が無限周期極小曲面に平行な PS モデル、界面が平均曲率一定曲面になってい

る CMCS モデルである。最適化の結果、PS モデルは得られた構造振幅と R 因子が 0.05 程

度とよく一致したが、CMCS モデルは 0.2 程度と一致を示さなかった。次に得られた構造振

幅とモデルの位相を用いて電子密度を求めた。このことから極性領域はジャイロイド曲面上

に位置しており、その極性－非極性界面は三重周期極小曲面の G曲面に平行であった。非イ

オン界面活性剤分子の親水鎖の構造エントロピーを大きくするために、このような構造にな

っていると考えられた。 
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